
No.とプログラム名 No.61 夏休みの思い出に！「焼肉のたれ」手作り体験

実施日・回数 ８月６日(火)、７日(水) 10:00～11:30、14:00～15:30 計４回実施

会場 【西区】エバラ食品工業株式会社 本社

参加児童数 35名 (当選者数40名 欠席者５名)

企業・団体等名 エバラ食品工業株式会社 広報IR部

参加の目的
（150文字程度）

・横浜市の企業として、地域貢献活動の実施
・会社の認知度向上（エバラファンづくり）
・従業員のエンゲージメント向上



■プログラム内容
「焼肉のたれ」の味づくりの方法や工場での製造工程を学んだのち、
班ごとに複数の原材料を使って「焼肉のたれ」を作り上げる。
その後、食材(肉や野菜)で、出来上がったたれの食べ比べを行う。

■当日の流れ

内容

❶ たれのブレンド体験
・「焼肉のたれ」の味づくりの方法や工場での製造工程を学ぶ
・班ごとに、「焼肉のたれ」をブレンド：味を見ながら、ベースの調味料に原材料を加えていく

❷ ショールーム見学
展示物案内、フォトスペースでの記念撮影、エバラ食品の商品チャームのガシャポンチャレンジ

❸ 作ったたれで試食タイム
焼肉・焼野菜を使って、各班が作った「焼肉のたれ」の食べ比べをして、感想や気づきを発表

班ごとにたれをブレンド：味見をしながらブレンド 出来上がったたれの食べ比べ 感想や気づきを発表



■参加児童の様子や意見、感想など（アンケート結果より抜粋）
・班の人とコミュニケーションをとって、協力してタレを作ることができたので、とても楽しかったです！
またやりたいと思いました。
・1人で作るのではなく他の人と協力して作る、他の人と意見交換をして一つの物を作るのは、良い社会経験になった。
・味比べができたのがとてもよかったです、少量でも味の違いがあるのだと感心しました。
・自分で考えて、オリジナルのたれを作るという想像していなかったので、とてもワクワクして楽しかったです。
・自分達だけのタレを作れて楽しかったです、 タレの食べ比べも色んなものを食べられて良かったです。
・全部満足、試食があるとは思わなかった、全部のタレが美味しかった。
・タレ作りの工程を知れて、実際に作ってみて、働いている方がしていることの勉強にもなりました。

各班でブレンドしたたれの加熱は
スタッフが担当しました

たれに入れる
すりおろしりんごの準備です

たれの食べ比べでは、「自分の班が
一番おいしい！」という声が複数あがりました

入れた原材料の量を
素早くメモしていました



■企業・団体の気付きや感想など
・子どものみならず、保護者の方々もたれ作りを真剣に楽しんでくださっていた。
・初対面のグループで一つのたれを作り上げることは初の試みだったが、
保護者にも参加いただくことで、比較的スムーズにコミュニケーションを取っていただくことができた。
・普段味作りをしているスタッフ自身が、自身の業務の魅力に気付く機会になり、業務経験や刺激に繋がった。

全体を通して、参加者のみなさまが楽しむ姿を見て、当社スタッフも自然と笑顔になりました。
初エントリーでしたが、学びや収穫の多い試みとなりました。ありがとうございました。

班で協力しながら、りんごをすりおろしたり、
原材料を入れていました

たれの食べ比べは
大半の方が初体験、
一つ一つのたれを

味わっていただきました

原材料を入れる際、すり切
計量の方法を子どもたちは
大人から教わっていました

自己紹介タイムでは、
保護者の方々が積極的に
話してくださいました
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